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後期高齢者について  

日本の総人口1億2777万人  

うち75歳以上1216万6千人  

75歳以上1216万6千人  

□10％  0～14歳1743万5千人  □14％  

口 0 ～14歳  

幽15 ～ 64歳  

□65 ～ 74歳  

□75歳以上  

圏65％  
15～64歳 8373万1千人  

出典）総務省 統計局「人口統計月報（平成18年10月）」   



年齢区分別人口の推移  
（平成18年12月推計：国立社会保障・人口問題研究所）  
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出典）2005年までは、「人口動態調査」  
2010年以降は、「日本の将来推計人口（平成18年12月推計）」（出生中位・死亡中位）  

人口ピラミッドの変化（2005，2030，2055）一平成18年中位推計一   
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注：2005年は国勢調査結果。総人口には年齢不詳人口を含むため、年齢階級別人口の合計と一致しない。  



性■年齢階級別にみた死亡数  

体としては、80～84歳代で死亡する者が最多である。  

にみると、男性は75～79歳代、女性は85～89歳代が最多である。  

性・年齢別にみた死亡数   
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出典）人口動態調査（平成17年）  

死亡数の年次推移  
（千人）  
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資料）平成17年までは、人口動態調査  

平成18年以降は、「日本の将来推計人口（平成18年12月推計）」（出生中位・死亡中位）  
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年齢階級別にみた死亡場所の割合  

40～44歳代では、事故死等による「その他」の割合が高く、徐々に減少。  

自宅で死亡する者の割合は、75～79歳代でもっとも少なくなるが、その後増加する。  
70ん74歳代以降は、老人ホニムで死亡する者の割合が高齢化とともに増加する昌  

死亡の場所・年齢（5歳階級）別・割合  

100％   

90％   

80％  

70％   

60％   

50％   

40％   

30％   

20％   

10％  

0％  

□その他  

■自宅  

ロ老人ホーム   

ロ介護老人保健施設 

■診療所  ‘   

口重頻  

ニ∵∵－∴∴－1 
こ．ニ －こ■‥∵∴∴十・・－′  

出典）人口動態調査（平成17年）  

死亡の場所の年次推移  

○ 死亡場所については、この50年間で、自宅での死亡が約8割であったものが、   

医療機関での死亡が約8割を超え、逆転している。   
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出典）人口動態調査（平成17年）   



年齢階級別にみた要介護度等の状況  

80～84歳の年齢階級層が、最も多く、その後、減少している。  

現在の要介護度の状況（年齢階級別の介護を要する者数）  
介護を要する者数10万対  

■要介護者要介護5  

□要介護者要介護4  
■要介護者要介護3  

ロ要介護者要介護2  
口要介護者要介護1  

□要支援者  

40～64歳 65～69 70～74 75～79 80～84 85～89 90歳以上  

出典）国民生活基礎調査（平成16年）  

年齢階級別にみた要介護度別の割合  

年齢階級別の要介護者等の割合は、大きく変動はないが、80歳以上においては、要  

介護3以上の割合が高齢化とともに、増加している。  

介護を要する  
者の割合  

現在の要介護度の状況（年齢階級別の割合）  

40～64歳  65～69   70～74   75～79   80～84   85～89  90歳以上  

出典）国民生活基礎調査（平成16年）  
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後期高齢者の心身の特性について  

10  

性■年齢階級別にみた通院者率の  
上位5疾病  

男女ともに、65歳以上のいずれの年齢階級においても通院者率の第1位は、  

高血圧症である。  

第2位は、65歳以上の男性では糖尿病、女性では腰痛症である。   

年齢階級   第1位  1  第2位  第3位  第4位  第5位  

男  

65～74   高血圧症   223．1  糖尿病   105．6  腰痛症   84．1  狭心症リレ筋梗塞  60．3  前立腺肥大症   58．3   

75（■84   高血圧症   242．4  陣痛症   118．7  白内障   11了．4  前立腺肥大症   99．2  糖尿病   96．6   

85歳以上   高血圧症   202．1  白内陣   108．3  腰痛症   105．1  前立腺肥大症   94．8  狭心症リレ筋梗塞  79．7   

（再掲）65歳以上  高血圧症  227．8  糖尿病   99．9  腰痛症  96．2  白内障   79．2  前立腺肥大症   73．4   

（再掲）70歳以上  高血圧症   236  腰痛症   108  白内陣   98．1  糖尿病   96  前立腺肥大症   88．7   

女   

65～74   高血圧症  腰痛症   119．7  白内障   103．4  高脂血症   95  肩こり症   81．8   

75■一84   高血圧症   277・6   腰痛症   163．4  白内障   158．3  骨粗しょう症   101．9  関節症   99．2   

85歳以上   高血圧症   257．4  白内障   136．2  腰痛症   117．1  骨粗しょう症   B9．1  関節症   82．2   

（再掲）65歳以上  高血圧症   1251・4   陣痛症   134．6  白内障   126．1  関節症   83．9  高脂血症   80．3   

（再掲）70歳以上  高血圧症   268．3  腰痛症   148．7  白内障   145．1  関節症   93．5  骨粗しよう症   89．5   

注：1）傷病は複数回答である。  

2）通院者には入院者は含まないが、分母となる世帯人員数には入院者を含む。  

出典）国民生活基礎調査（平成16年・健康票）  
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高齢者の心身の特性（疾病特性等）（1）  

疾病全体で見ると、入院受療率は後期高齢期になって増加する傾向にあり、また、  
外来は壮年期から加齢に伴い増加する傾向にある。  

年齢階級別の受療率（入院）  

0  

0  

讐了？≡ ≡≡パ仁子 写子 守予 守∵∵苧子 守芋写ヨ        ！！！I‡I‡i】！！！1Iiヨ   ー    ・J・      ご ・：  

出典）患者調査（平成17年）  

12  

高齢者の心身の特性（疾病特性等）（2）  

疾病の中でも、高血圧性疾患、虚血性心疾患、脳血管疾患については、外来におい  

て壮年期から加齢に伴い増加し、入院受療率は後期高齢期になって増加する傾向が  

顕著に現れる。  

年齢階級別の受療率・外来  年齢階級別の受療率■入院  
受療率（人口10万対）   
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0  5－ 15－ 25－ 35－ 45－ 55－ 65－ 75－ 85－  0 5－15－ 25－ 35－・●45－ 55－ 65－ 75－ 85一  

議  歳  

出典）患者調査（平成17年）  
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高齢者の心身の特性（疾病特性等）（3）  

認知症については、外来においては、65歳から受療率が上昇し、75歳以上でさらに  
阜畢垂準翠些与れ垂？申管性の認知症は、70歳以上とやや遅れて受療率のヰ昇が翠放  
られる．入院受療率は後期高齢期になって増加する傾向が顕著に現れる‥、  

年齢階級別の受療率・入院  年齢階級別の受療率・外来  
受療率（人口10万対）  
350「  

受療率（人口10万  

1400対）  

1200「   

：血管性及び詳細不明   

の認知症  
●：アルツハイマー病  

：血管性及び詳細不明   

の認知症  
●：アルツハイマー病  

0 し●⊥1卜⊥e⊥・●・・」・●⊥－●・・・」・■⊥－●・⊥●一－●⊥・■⊥●⊥●  

0  5－ 15－ 25－ 35－ 45－ 55－ 65－ 75－ 85一歳  0 5－15－ 25－ 35－ 45－ 55－ 65－ 75－ 85一 
歳  ト  

出典）患者調査（平成17年）  
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傷病分類別外来受療率（総数）（人口10万対）  

■高齢者では循環器系の疾患と筋骨格系の疾患において特に外来受療率が増加する。  
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総  数  65歳以上  70歳以上  75歳以上  

出典）患者調査（平成17年）   
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傷病分類別外来受療率（初診）（人口10万対）  

・高齢者では消化器系の疾患において特に初診における受療率が増加する。  
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口Ⅳ 内分泌，栄養及び代謝疾患  

眼及び付属器の疾患  

循環器系の疾患  ㌔呂器  
□Ⅹ 呼吸器系の疾患  

□ⅩⅠ消化器系の疾患  

ロⅩⅢ 筋骨格系及び結合組織の疾患 

総  数   65歳以上  70歳以上  75歳以上  

出典）患者調査（平成17年）  
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傷病分類別外来受療率（再来）（人口10万対）  

一高齢者では循環器系の疾患と筋骨格系の疾患において再来時の受療率が増加する。  
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□Ⅳ 内分泌，栄養及び代謝疾患  
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厄ⅩⅠ消化器系の疾患  

口琴些牒骨格丞捏び繹令担鱒甲疾患  
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総  数  65歳以上  70歳以上  75歳以上  

出典）患者調査（平成17年）   
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傷病分類別入院受療率（人口10万対）  

・75歳以上の高齢者では循環器系の疾患において特に入院受療率が増加する。  

tⅡ新生物   

≡□Ⅸ循環器系の疾患  

】。Ⅹ呼吸器系の疾患  
□ⅩⅢ 筋骨格系及び結合組織の疾患  

・ⅩⅨ損像中毒及びその他の外叫  の影響            一j  

出典）患者調査（平成17年）  
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年齢階級別・疾患分類別にみた医療費（入院）  

・入院における医療費では、新生物と循環器疾患の占める割合が大きい。  

■新生物は65歳未満が多く、循環器疾患は75歳以上に多い。  

＝そ二・・－こ   

■ j■損傷，中毒及びその他の外因の影j  

。路性器系の疾患   

（百万点）  
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 ■筋骨格系及び結合組織の疾患   

臼消化器系の疾患  

□呼吸器系の疾患  

■循環器系の疾患  

精神及び行動の障害  

廃新生物  

20，000  

15，000  

10，000  

5．000  

0  

65歳未満  65歳～74歳  75歳以上  

出典：平成17年社会医療診療行為別調査、特別集計をもとに保険局医療課で作成   
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年齢階級別・疾患分類別にみた医療責（入院外）  

ロその他  

□尿路性器系の疾患  

盈筋骨格系及び結合組織の疾患  

田消化器系の疾患  

□呼吸器系の疾患 ■循環器系の疾患  
□目及び付属器の疾患  

口内分泌，栄養及び代謝疾患  

匿新生物  

出典：平成17年社会医療診療行為別調査、特別集計をもとに保険局医療課で作成  

20  
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医療の利用状況  

60   6  
・食事廃車費  
制度の創設  

・7 竺．．・  9  10  11  12  13  14  15  16 年度  
被用者本人・診療報酬・  ・診療報酬・ ・披用者本人・診棟裡酬・  

薬価等の改定3割負担へ 賠価等の改定  

▲2．7％  引上げ   ▲1，0％  
・高齢者1割  

負担徹底  

・介護保険制度  
が施行  

・高齢者1割負   

担導入  

写生二軍讐誓野蒜遠痘ご 姦価等の改定  
物価スライド実施  引上げ  ▲1．3％  

外来薬剤  
一部負担導入  

国民医療費等の対前年度伸び率（％）  
60  6  了  8  9  10  m  12  13  14  15  16   

国民医療費  6．1  5．9  4．5  5．6  1．6  2．3  3．8  ▲1．8  3．2  ▲0．5  1．9  1．8   
老人医療費  12．7  9．5  9．3  9．1  5．7  6．0  8．4  ▲5．1  4．1  0．6  ▲0．7  ▲0．7   
国民所得  7．4  1．4  0．1  1．3  1．0  ▲2．7  ▲1．5  1．3  ▲2．9  ▲1．4  0．7  0．7   

注1：国民所得は、内閣府発表の国民経済計算（2006年5月発表）による。  

注2：老人医療費は、平成14年の制度改正により、対象年齢が70歳から段階的に引き上げられており、平成16年10月よリ72歳以上と   

なっている。  23   



年齢階級別にみた診療種類別の国民医療費  
（平成16年度）  

年齢階級別では、70～74歳が、最も医療費が高額となっている。  
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出典）国民医療費（平成16年度）24  

年齢階級別にみた1人当たり診療種類別の国民医療費  
（平成16年度）  

高齢者ほど1人あたりの医療費が高く、特に医療費に占める入院医療費の  
割合が高い。  
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出典）国民医療費（平成16年度）25   



年齢階級別にみた入院一入院外別の医科診療件数・点数  

点数／件数（入院）   

45，000  

40，000  

35，000   

30,00000 

【25，000   

20，000  

■入鹿l  

15，000  

ご1ニ／こ′′一ー、／ー′′′三′′ニ′シン′  
。′二  

出典）社会医療診療行為別調査（平成17年6月審査分）  

上   

26  

年齢階級別にみた入院・入院外別の医科診療件数t点数  

入院外における1件あたりの医科診療点数は、おおむね高齢化とともに、  

増加する傾向にある。  

0
 
 

0
 
 

n
O
 
 

点数／件数（入院外）  

‥  

∴i′ニンて二十∵一ミ′シご二∴ニー二十∴÷  

出典）社会医療診療行為別調査（平成17年6月審査分）   
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後期高齢者は入院における医療費の占める割合高く、65歳未満の患者は  

入院外における医療真の占める割合が高い  

0  2000  4000  6000  8000   10000 億円  

出典）社会医療診療行為別調査（平成17年6月審査分）  

28   

年齢階級別にみた診療行為別の診療報酬点数の割合  

入院料、リハビリテーション、在宅医療においては、おおよそ50％を75歳  

以上が占めている。  

入院基本料（再掲）ここニニニ∴∴∴∴」顎馳彊口媚態  

入 院 料等 ムふこ二云∴∴れル止一顔  

附  ≡†‥・・・・・・・  ・■■畔  

手  術 ∴ム㌫∴㌫こえ成一㌫丑｛ん上J・山一†・“吏－ 

65歳未満  

亡65～74歳   

75歳以上  

処  置 こェ⊥∴∴∴⊥⊥二∴∴一三云≡≡云＝こニニ＝＝＝  

リハヒリナ、ション・、一い・－・・・ ■■■   

†‡   芸  ■■■■■■■■ロ   

画 像診 断」二ニェ⊥丁⊥こ二⊥二⊥∴⊥ェ∴ェ⊥⊥∴■”■－■m  

検  査 二二二ニニ⊥∴⊥ニ⊥∴⊥ニニニ∴±：‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾三   

在 宅 戸 や、・ ‥   ・一   

指導管理等  ■■E≡≡≡≡芸逼⊇  

0％  50％  100％  

出典）社会医療診療行為別調査（平成17年6月審査分）  
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年齢階級別にみた診療行為別の診療報酬点数の割合（入院）  

入院基本料（再掲）：品  
入院料等轡鎚血遮麗ぬ  

麻  酔空車年季中三よ血エ」ム恵J嵐iこ上山ム  

手   
術乍些斗ム主 

65歳未満  

■65～74歳   

75歳以上  

処  置  

リハビリテ‾シヨ 

投  
＿．．  

脈≡≡言j 鑑三血  
画 像 診 断  

l  

一   

1   

100％  

在 宅 医 療  

指導管理等讐蘭脇息超克  

0％  50％  

出典）社会医療診療行為別調査（平成17年6月審査分）  
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年齢階級別にみた診療行為別の診療報酬点数の割合（入院外）  

入院外では、麻酔、在宅医療において、65歳以上の占める割合が大きい。  

、  

麻  酔憧巌，適豪豪盃議定  

手  術讐讐警警誓誓■ロ  ー  

処   置 丘壷壷≡云誌こ云∴ニ二三こ′  l  

リハビリテーション憧こお産垂些定立立こここ∴ま＝   －－  
■65歳未満  

■65～74歳   

75歳以上  

薬
 
 

処些血工長こ血こ走破i主＿  

画 像 診 断   

検  査   

在 宅 医 療   

l  

さ  

β   

100％  

指導管理等よ定ふょょこ⊥∴云∴∴∴∴∴二  

50％  

出典）社会医療診療行為別調査（平成17年6月審査分）  
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75歳以上では、約4割の患者は療養病棟に入院している。  

75歳以上  

ロー般病棟  

■療養病棟  

□精神病棟  65歳～74歳  

特定入院料  

その他  

65歳未満  

0％  20％  40％  60％  80％  100サム  

出典：平成17年社会医療診療行為別調査、特別集計をもとに保険局医療課で作成  
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75歳以上の死亡例において、約半数（55％）は入院期間  

が1ケ月を超えている。  

死亡例における入院期間  

75歳以上  

□ 0～7日  

□ 8～14日  

国15～22日  

笥23～30日  

ロ1月～3月  

田3月～6月  

胃6月以上  

64歳～74歳  

65歳未満  

0．0  10．0  20．0  30．0  40．0  

千人  

出典）平成17年患者調査、特別集計をもとに保険局医療課で作成   
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75歳以上の死亡例においては、長期間入院している例、特  

こ6月一以上入院している例が他の年齢階級に比べて多い。  

転帰死亡例の入院期間別年齢割合  

75歳以上  

口0～14日  

■15－30日  

口1月～3月  

□3月～6月 ■6月以上  

65歳～74歳  

65歳未満  

0ウも  20％  40％  60％  80％  100％  

出典：平成17年患者調査、特別集計をもとに保険局医療課で作成  
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転帰が死亡となった推計患者数の割合  

死亡例における割合では75歳以上が6割を占める  

転帰が死亡となった者の年齢階級別割合  

転帰が死亡となった者の在院日数別割合  

国0～64歳  

t65～74歳  

□75歳以上   

三三言≡∃  
1□1～3月  

□3－6月  

√■6月以上   

死亡例における入院期間は1ケ月未満の者が約半数  
出典）患者調査（平成17年）  
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転帰が死亡となった推計患者数の割合  

一般病床においては、半数以上が1ケ月以内である  

一般病床で、転帰が死亡となった者の  

在院日数別割合  

療養病床で、転帰が死亡となった者の  

在院日数別割合  

。  

ロ1～3月   1   

□3～6月  

■6月以上  

□0′〉14日  

瞳15～30日  
□1～3月  

□3～6月  

t6月以上  

療養病床においては、6ケ月以上が半数以上を占める  
出典）患者調査（平成17年）  

75歳未満の死亡例では300床以上の大病院で亡くなる傾向  

が顕著である。  

病床規模別の入院割合（75歳未満死亡例）  

臼50～99床  

□20～49床  

1％  

5％  

口100～199  

床  

15％  

ロ20～49床  

固50～99床  

ロ100～199床  

□200～299床  

t300～499床  

□500床以上  

ロ500床以上  

39％  

ロ200～299  

出典＝平成16年社会医療診療行為別調査、特別集計をもとに保険局医療課で作成  
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75歳以上の死亡例では、他の年齢階級に比べて100～19  
＼る例が明らかに多い。  9床の病床でなくなってし   

病床規模別の入院割合（75歳以上】死亡例）  

□500床以上  

14％  

口20～49床   

畿50～99床  

□100～19  
口200～299尉ミ  

■300～499床  
18％  

「。。諾9床  ■300～499床  

□500床以上  

ロ200～299床／′  

17％  

出典：平成16年社会医療診療行為別調査、特別集計をもとに保険局医療課で作成  
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薬剤費と薬の種類に関する資料  

40  

薬剤点数階級別・年齢階級別に比較した薬局調剤件数の割合  

65歳未満では、500点未満の件数が約65％を占めるのに対し、65歳  

以上では、約50％程度となっている。  

‾75歳以上  

口500点未満  

口500′〉1000   

国1000～1500  

D1500・、■2000  

12000′〉2500  

□2500′〉3000  

胃3000点以上  

65～74歳  

65歳未満  

0％  20％  40％  609も  80％  100％  

注：「薬剤」の出現する明細書を集計対象とし、薬剤名不明は除外している。  

出典）社会医療診療行為別調査（平成17年6月審査分）   
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処方箋における薬剤種類数の年齢階級別の割合  

年齢階級が進むにつれ、処方箋における薬剤の種類が増加する傾向に  

あるJ  

□1種類  

■2種類  

□3～4種類  

□5～6種類  

■7～8種類  

□9種類以上  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

出典）社会医療診療行為別調査（平成17年6月審査分）   
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